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tel06-6313-4567fax06-6313-4566

理事会通信

　第６回理事　　平成１６年２月１３日（金）開催

会長挨拶並びに報告

　業界情勢について報告。

　関調協会員数についての状況報告

１．議案審議

第１号議案　協会運営について

　※　組織拡大について

　　　勧誘対象企業には引き続き誘いかけを行う。

　　経済調査関係で数社の有力な業者があるはず。二部会の未加入業者は少ない。

　　　三部会はＨ・ページ上ではかなりの数があり、事務局で名前を打ち出して次回の理事会で検討する。なお、各理事は次回の理事会までに心当たりの未加入業者のリストを持ち寄ること。

　※　苦情処理問題

　　　前理事会で員外業者に対する苦情問題は介入は困難との認識であったが、消費者の苦情を門前払いすることでは関調協設立の趣旨にも叛きかねない。少なくとも慎重な助言を含め情況の把握は必要。

　大まかなルール化をする必要があり、組織委員会の増田委員長が素案をつくり、次回の理事会で検討することで意見は一致。

　※　業務適正化問題

　　　個人情報保護法の施行令を近くに控え情況把握と勉強が必要。

　　　業界代表として、法の適用範囲など調査業としての要望を正面から採り上げて運動することは得策ではない。施行令が明確化されたとき、専門家を含めて対策することで意見は一致。

第２号議案　ホームページについて

　　　担当の竜田理事から資料配布と前理事会後の作業の進捗について説明があり、その確認が行われた。

＊　アップ後のホームページの更新については原則３ヵ月に１回とし、主として事務局でこれを行う。

＊　内容の最終原稿の固めは２月２１日とし、その更新は２月２３日までに行い、出来次第これを確認し３月１日のアップを目指す。

第７回理事　　　　平成１６年３月１０日（水）開催

会長挨拶並びに報告

　業界情勢について報告。

　関調協のホームページがアップした旨を報告。

１．議案審議

第１号議案　

苦情処理について

　　増田組織委員長は苦情処理手順の試案資料を配布し検討にはいった。

＊　事務局に入る苦情電話は、相手先をキチッと確認し電話番号を確認したうえ、苦情処理委員から架けなおすなどの配慮が必要。

＊　会員外関係の苦情は報告書、契約書などの有無と依頼事項の内容などを確認し、助言には「一般論として」という前提で、踏み込んだ助言は避ける。

＊　苦情処理について全調協に関係資料並びに苦情の取り扱いについて情報提供を要請し、次の理事会までに素案をまとめる。

第２号議案

　組織拡大について

　・ネット掲載のホームページから抽出した業者名のプリントを参照し、入会対象となる業者の確認が行われ、３５０件を越えるリストから４社がピックアップされた。

　　当該４社に加え、損保調査、経済調査の業者についても関調協の案内文書、入会案内などの資料を送ることで意見の一致をみた。

第３号議案　

ホームページについて

　・担当の竜田理事から関調協ホームぺージの掲載が完了した旨の報告があった。

アドレスは　　http://www.kck.jp　なお、内容は逐次改善を行い、ヤフーなどのポータル・サイトへの接続の申込みを行うことを了承。

○　独り言・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　松谷　廣信

何か問題があると、先ず「調べてみます」というのが世間の常である。所謂、真実かどうか、先ず調べてから・・と云う事である。それほど調べるという事は社会生活を営む上で必要な事であり、あらゆる事項は調査という行為に裏打ちされている。官民の別を問わず、調査なくして仕事は成り立たず、仕事の大半は調べ事と云っても過言ではないくらい。警察、裁判所、法務局、公安調査庁等名称こそ違うが公的調査機関である。それが民間の調査会社となると、何故にこれほど通りが悪いのか・・。何も疑問に思う必要はない、仕事が悪いのではなく、単に民間調査機関に信用がなく、社会的認知を得られていないからなのだ。うん・・そうなのだ。自らが襟を正し社会的地位の向上を目指さない限り、この業界が日の目を見ることは難しい。然し一方で、調査会社が社会的認知を叫ぶほうがどだいおかしいのだ・・。「この仕事はそんなものではない。只ただほう被りをして、目立たず騒がずジッと耐えてこその商売なのだ・・」との声も聞こえる。ウン･･それもそうなのだ。しかし、ハッキリと云える事は、依頼者を食い物にし泣かせてはいけない。そんな事はバーカ、当たり前の事だ・・。だが、実際には依頼者泣かせの業者が大手を振って歩き始めた。特に最近はその手口も巧妙で、やたらと文句が言えないような手段を取っているらしい。また、数年前から、「調査手法」を売り物にし、それを広告する業者が出てきている。忌々しき事態である、嘆かわしい限りである。自分で自分の首を絞める典型的行為である。

「採用調査は差別につながるおそれがある、故に採用調査はゆるされるべきでない。」こんな理論が有識者や人権論者の中で大手を振っている。アホか・・。それなら、「包丁で殺人をおこしたら、包丁は殺人に使われるおそれがあるから包丁の使用はゆるされるべきでない」という事になるのか・・。これこそ恐怖政治の始まりである。

私の持論であるが「警察官が窃盗をするような事があったとしてもある意味仕方がない。しかし、ドロボーが警察官になる事があってはならない」。その為に採用調査は行われるのであり、差別をする為に調査をしている訳ではない。こんな判りきった事を言わなければならない世の中に何時からなったのか・・。


· 失敗を成功に・・・　　　　　　　　　　　　　　　　東田　俊康

調査業に従事している人は、余程の事がない限り調査に関しての失敗を認めようとしない。成功談や勇ましい話は良く聞くが、どうした訳か失敗談はあまり耳にしない。なぜなら、「この仕事は成功して当たり前」、「プロに失敗はない」というプライドが非常に強いからだと思う。だからと言って全く失敗がないかと言えば、大なり小なり失敗はある。しかし、成功談は話しても失敗談は余程心を許した相手でないと話さないのが業界人の常ではないか。

今回は、この常を破って、あえて恥を忍んで失敗談を曝す事にする。それは、調査業に従事するものは、「細心の注意と全ての事柄を再確認する必要がある事を再認識して頂きたい」が為である。正直この様な事を書くと、お前のところは「ドジ探か」「ド素人か」とバカにされそうであるが、勇気を持って書く事にする。“ドジだ”“アホだ”と笑いながらでも、今後の社員教育や実際の調査に生かせて頂ければ幸甚に思うから・・。

この事件は古くからの取引先である大手化学薬品会社からの依頼である。何時も親しくして頂いている同社の役員から、私宛に直接「チョット頼みたいことがある・・」と電話を頂いた。早速訪問すると、案の定込み入った案件である。詳しい内容は割愛するが、要するに、「社員が２年前に通勤途上で事故に遇い、労災で休職扱いとなり未だに自宅療養している」とのこと。
その労災事故とは、某社員が仕事を定時で終え帰宅途中同僚と新今宮の大衆酒場でしたたか酒を食らって同僚と別れた後、JR新今宮駅のホームで転落。運悪くそこに電車が入ってきて跳ねられたもので、一命こそ取り留めたものの片足を切断しなければならない大事故にあった。以後、その社員は労災による休職扱いで２年も休み続けているもので、会社としては、「今後の取組み・取扱いを検討するために現状を把握しておきたい」との事であった。
私は資料や写真を預かり、詳しく話を聞いて帰社、早速調査担当者に指示。
調査地は、奈良県の農村地帯であり、２０～３０軒の農家が一ヶ所に密集し、周辺は田んぼばかり。その集落に出入りするには、乗用車がやっと通れる程度の道幅の村道が一本しかないという環境であった。
会社から預かった写真は、２０年前入社時の履歴書に貼ってあった写真を拡大したもので、居住地付近は村中であり、自宅付近での張り込みは困難と判断。その集落内に入るだけでも村人から不審な目で見られるといった環境の為、自宅周辺での張込みを諦め、集落に入る一本道の入り口にある鎮守さんで張り込みを開始する事とした。

被調査人は、足を切断しているという大きな特徴があることから、歩いて出ればすぐに判断が出来るし、家族の車は下見のときに確認しているので、気さえ抜かなければこの場所で可能と判断。
調査一日目は、本人宅の軽自動車に娘と思われる女性が乗って、一本道を買い物の為、２回出入りしたが本人の出入りは認められなかった。

二日目は、午前１１時頃、村の一本道を片足義足の５０歳前後の男性が、不自由な足で松葉杖を使いながらゆっくりゆっくりと歩いて出てきた。その男性は歩くのに精一杯なのか、調査員がビデオ撮影しているのにも気が付かず通りすぎ、村から国道に出たところのコンビニ「ローソン」に入り、店内をゆっくりと見て回り、週刊誌とコーヒー牛乳・プリンを購入し、一本道を自宅に向かって帰って行った。何ら警戒している様子もなく、コンビニ内での買い物の様子も、克明に撮影できた。その後は、動きもなく夕方６時をもって調査を終了した。

調査員はビデオの写りも最高であり意気揚々と「完璧・完璧・・」と喜んで報告してきた。それを受けた私は早速に依頼者に連絡したのは当然である。「すぐに見たい」との返事。報告書とビデオを持って、私は喜び勇んで同社を訪問した。会社に着くと特別応接室に迎えられ、役員と担当者が数名呼び集められ、直ぐに調査結果のビデオを見ることとなった。最初は、遠くから歩いてくる姿を見て、｢映りも良いし、良く撮れている・・｣との誉め言葉、私は悦に入っていた。だが、暫くして役員の一人が「あれ・・おかしいぞ・・○○君は、確か右足が悪いはずでは・・」と言った。皆も「そうや・・この人は左足を切断しているぞ・・」「それにしても本人にそっくりや、もう一度書類を確認してみろ・・」。「やはり本人は右足切断です」、一瞬その場は騒然となる。私は真っ青。よく似てはいるが左右の足が違うのでは話にならない。当然の事ながら別人である・・・。
意気揚々と報告に行った私は只呆然として頭を抱えるのみ。最後は平身低頭して調査のやり直しを約束して帰社したのは当然の事。
後日談になるが、その後やり直しの調査で判明したことだが、本人のビデオ撮影にも成功し聞きこみ取材をした結果、偶然というかタイミングが悪いと言うか、本人の従兄弟に当る人が大型機械の操縦ミスで左足を切断する事故に遭っている事が判明。小さな集落にそれも親戚関係者に、このような人がいるとは想像もしなかった事からの単純ミスである。

結果は依頼者にも納得して頂いて事無きを得たが、思いこみや状況の甘い判断が調査のミスに繋がることを思い知らされた一件でもあった。

最終的には、かえって依頼者との信頼関係が構築できたから良かったものの、やはり、全ての面で最善の注意が必要であると反省、良い教訓になった一件であった。


事務局便り

· 平成１６年３月、協会のホームページを立ち上げました。

アドレスは、http://www.kck.jp/。

尚、メールアドレスは、info@kck.jpです。

· ホームページの会員紹介コーナーを見ていただければ判りますが、自社の紹介欄が空白になっている所が多くあります。今までに何度か提出して頂くようお願いしておりますが、未だの方は早めにお願い致します。

　※　新年度の上半期会費の請求が遅れましたこと、申し訳ありません。金融機関の商号変更や印鑑変更で少し時間がかかておりますので今しばらくお待ちください。

会員コーナー

・阪神大震災と私　　　　　　　　　　　　　　　　理事.大西哲夫

1995年1月17目午前5時46分外出の支度中(仕事で宝塚方面に社員と同行予定)「ドーン」という大きな音と震動で、私の体が揺れた、一瞬何が起きたのか想像がつかず、トラックか飛行機が落ちたのかと思い、東側の娘達の部屋に飛び込んで、娘達の無事を見て安堵した。

午前6時に社員が来たが、そのまま自宅に帰らせ、「連絡するまで自宅待機を命じた」もし、予定を30分早くしておれば地震の時は阪神高速を走行していたと思うと後で背筋がゾツーとした。

1階に降りて家具類・食器棚を見ても大きな損傷はなく、テレビをつけようと電源を入れたが、停電しており状況が全く判らず、ガレージに入れている乗用車のラジオをつけて「強い地震があった」と初めて知った。

自宅の居間より東の方角を見ると鉄兜山(通称須虜浦公園の山)の向こう側より黒い煙が3本見えていた。1～2時間で電気が通じ(水道・ガスは3月末頃迄復旧せず)状況の把握が出来た。鉄道の損壊・阪神高遠道路の倒壊・商業ビル・家屋の倒壊及び火災発生と甚大な被害である。

私の自宅は神戸市垂水区松風台で、会社は、神戸市中央区にあり、事務所の状況が心配になり、昼頃乗用車で自宅を出て会社に向かった。自宅より事務所まで距離にして13～15㎞内外で乗用車で20～30分の距離であるがその日は約8時間を費やした。幸い事務所建物は無事であったが、事務所内の言類は散乱しておリ、月末迄整理整頓に追われた。

震災当時私は、地区の自治会会長(任期は平成7年3月末)を務めており、会員約200戸の飲料水の確保に頭を悩ませたが、「サテイジエームス山店」の新築工事業者である大手ゼネコンの、前田建設工業の現場監督より飲料水の提供の申出があり、飲料水の確保が出来た(前田建設工業とは平成6年4月より建設工事に伴う工事協定書を締結し顔馴染みであったのが幸いした)。

会社の業績として、1月中の新規受注は全くなかったが、損害保険会社(日動火災)より社員2名の派遣要請があり、2月1目より約2ヵ月間社員2名を派遣した。国・県・市等より緊急融資の制度により、当社も国民金融公庫より融資を受けることが出来た。又、我が家は新築2年目で、火災保険の加入に加え「地震保険最高額1,000万円」に加入しており「地震保険の加入率2%」の数少ない契約者であった。自宅は「半壊」の査定を受け保険金50%の支給を受けたのも会社の資金繰りに寄与し、大いに助かったものである。3月下旬のある日「ジャー」と音がするので風呂場に行くと水が出ており家内と感激した、その4日後、「ガス」も復旧し、普通の生活に戻れたのである。

震災から丸9年になり復興は徐々になされているが、景気の落ち込みに於いて回復の傾向が窺えず、震災前の70%程度で推移している。この業界に於ても、兵庫県特に神戸市内及び阪神間に興信所・探偵社の乱立傾向が伺え悪質業者や、他社を誹謗中傷する業者が増えている事は誠に遺憾である。

私が「関西総合調査業協会」に加入したのは、この様な業者が入会しておらず各会員が真面目で真剣に仕事に取組む姿を確信したからである。

この理念を基に「より良い業者」の育成に向け、今後も皆様の御支援を賜わりながら微カではありますが業界の発展に邁進する所存です。

最後に会員皆様と御家族皆様の御健勝を祈念します。

倫理綱領


一1、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。











